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認知症総合支援事業に関する市町村の取組

秋田県 にかほ市
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秋田県 にかほ市

総人口： 25,218人 （Ｈ29.10月末現在・・・にかほ市調べ）

高齢者人口： 8,971人 （Ｈ29.10月末現在・・・にかほ市調べ）

高齢化率： 35.6％ （Ｈ29.10月末現在・・・にかほ市調べ）

要介護・要支援認定者数： 1,690人 要介護認定率： 18.8％

（Ｈ29.9月現在・・・にかほ市調べ）

日常生活圏域数： １圏域

地域包括支援センター数： 直営 １ヶ所

第6期介護保険料： 6,280円

（厚生労働省ホームページより）

基礎データ
作成時点： 29年 11月



2

【認知症総合支援事業】

Ⅰ．認知症初期集中支援チーム （平成28年８月 設置）

１ 設置状況

１チーム ４名 （地域包括支援センターに設置）

・ サポート医は、旧象潟地区に1名、旧仁賀保地区に1名配置し、対応ケースが発生した

地区ごとに活動する。この外、チーム員にはなっていないが、旧金浦地区にもサポート医

1名を委嘱しており、検討委員会に出席している。

・ 看護師は訪問看護師であり、社会福祉士は訪問看護師と同一施設に勤務する認知症ケア上級専門士である。

２ 取組の状況

・ 訪問対象者は安心生活見守り支援事業による訪問、民生委員や長寿支援班からの情報提供により把握している。

・ 訪問実人数は３名 （訪問延べ件数７件）、チーム員会議は５回、チーム検討委員会は今年度１回開催を予定している。

・ かかりつけ医との連携はとれており、家族の意向確認に時間を要したケースはあったが、全ての案件を次に繋げることで

支援終了となっている。

・ 早期発見の手段として、庁舎内に認知症タッチパネルを設置している。

○ 認知症疾患医療センターとの連携状況

本荘由利広域市町村圏組合管内には認知症疾患医療センターは未設置のため、連

携の実績はないが、今年度中に設置される予定である。

３ 今後の展望

・ 地域で潜在化しているケースの掘り起こしや、チームの存在の周知方法として、現在は

広報誌やガイドブック、出前講座の際にPRしているが、もっと広く周知する方法を考えて

いく。

４ 事業を遂行する上でのポイント

・ 訪問看護師と社会福祉士は同一施設の職員のため密接な連携ができており、サポート

医ともすぐに電話等で連絡できる関係づくりができている。

包括的支援事業(社会保障充実分)

チーム員職種内訳 人数

看護師 １

社会福祉士 １

医師 (治療歴５年以上で
サポート医)

２

チーム員の総数 ４
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Ⅱ 認知症地域支援推進員 （平成27年４月設置）

１ 設置状況

・ 設置人数： ３名 職種：保健師 配置場所： 地域包括支援センター

・ 地域包括支援センターの職員３名が兼務している。

２ 取組の状況

○ 認知症の人を支援する関係者の連携を図る取組

・ 平成29年３月にキャラバンメイト及びサポーター連絡会を立ち上げ、サポーター養成研修の企画、フォローアップを実施。

○ 認知症の人とその家族を支援する相談支援や支援体制構築の取組

・ 認知症カフェの設置：１ヶ所

介護施設に勤務する方々が中心となって、毎月第３土曜日に開催

○ 認知症対応力向上の推進

・ 認知症サポータースキルアップ研修の開催

○ 家族に対する支援事業

・ 家族介護教室の開催

○ 多職種協働研修

・ 今年度2回（11月、2月）のグループワークを計画

３ 今後の展望

・ 平成30年度を目途に認知症版地域ケア会議を実施する。

（施設対応困難ケースについて、認知症疾患医療センターの協力を得ながら実施）

・ 平成31年度を目途に、特養職員等を対象に認知症対応能力向上研修を開催する。

４ 事業を遂行する上でのポイント

若い人たちの考えを聞いて取り組みに生かしていきたい。

５ その他の取組

○ 認知症サポーター養成研修 H29.10月末現在 69回 1,568名修了 ※来年度は小・中学生を対象に実施したい。

フォローアップ研修等、次に繋げる取組として連絡会を立ち上げ、会員に対しての研修会の案内及び情報を提供する。

○ 認知症ケアパスは策定済 （高齢者福祉・介護・医療ガイドブック）

包括的支援事業(社会保障充実分)
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